
(57)【要約】

【課題】製造が容易であり、ケーブル敷設時の作業性に

優れるとともに、必要な部材数を少なくした分岐ケーブ

ルを提供する。

【解決手段】分岐ケーブル１は、抗張力線４の外周に被

覆部５を形成することにより構成したケーブル保持線２

と、ケーブル線心３とからなり、ケーブル保持線２の被

覆部５の一部を突出させた凸状部６に長手方向に沿って

溝部７を形成し、溝部７には、開口部８に向かって狭幅

となるように縮小テーパ面９を形成し、ケーブル線心３

の最外層シース１２の表面側に、溝部７に着脱自在に嵌

合し、縮小テーパ面９に係止可能な係止部を形成した突

起部１３を長手方向に沿って設けた。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
抗 張 力 線 の 外 周 に 被 覆 部 を 形 成 す る こ と に よ り 構 成 し た ケ ー ブ ル 保 持 線 と 、 ケ ー ブ ル 線 心
と か ら な り 、
前 記 ケ ー ブ ル 保 持 線 の 被 覆 部 の 外 周 面 に は 、 所 定 深 さ の 溝 部 を 長 手 方 向 に 設 け 、
前 記 ケ ー ブ ル 線 心 の 最 外 層 シ ー ス の 外 周 面 に は 、 前 記 溝 部 に 着 脱 自 在 に 嵌 合 す る 突 起 部 を
長 手 方 向 に 設 け 、
前 記 溝 部 に 前 記 突 起 部 を 嵌 合 し て 形 成 し た 分 岐 ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 溝 部 に は 、 開 口 部 に 向 か っ て 狭 幅 と な る よ う に 縮 小 テ ー パ 面 を 形 成 し 、 前 記 突 起 部 に
は 、 前 記 縮 小 テ ー パ 面 に 係 止 可 能 な 係 止 部 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
分 岐 ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ケ ー ブ ル 保 持 線 の 被 覆 部 を 、 硬 質 の 樹 脂 で 形 成 し 、
前 記 ケ ー ブ ル 線 心 の 最 外 層 シ ー ス と 該 最 外 層 シ ー ス の 外 周 面 に 設 け た 前 記 突 起 部 と を 、 軟
質 の 樹 脂 で 一 体 に 形 成 し た 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 分 岐 ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ケ ー ブ ル 保 持 線 に 、 前 記 被 覆 部 の 一 部 を 突 出 さ せ た 凸 状 部 を 長 手 方 向 に 設 け 、 該 凸 状
部 に 前 記 溝 部 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ， ２ 又 は ３ に 記 載 の 分 岐 ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
抗 張 力 線 の 外 周 に 被 覆 部 を 形 成 す る こ と に よ り 構 成 し た ケ ー ブ ル 保 持 線 と 、 ケ ー ブ ル 線 心
と か ら な り 、
前 記 ケ ー ブ ル 保 持 線 の 被 覆 部 の 外 周 面 に は 、 突 起 部 を 長 手 方 向 に 形 成 し 、
前 記 ケ ー ブ ル 線 心 の 最 外 層 シ ー ス の 外 周 面 に 、 凸 状 部 を 長 手 方 向 に 形 成 し 、 該 凸 状 部 に は
前 記 突 起 部 が 着 脱 自 在 に 嵌 合 す る 所 定 深 さ の 溝 部 を 長 手 方 向 に 設 け 、
該 溝 部 に 前 記 突 起 部 を 嵌 合 し て 形 成 し た 分 岐 ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 溝 部 に は 、 開 口 部 に 向 か っ て 狭 幅 と な る よ う に 縮 小 テ ー パ 面 を 形 成 し 、 前 記 突 起 部 に
は 、 前 記 縮 小 テ ー パ 面 に 係 止 可 能 な 係 止 部 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の
分 岐 ケ ー ブ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ケ ー ブ ル の 分 岐 箇 所 の 増 設 や 変 更 に 柔 軟 に 対 応 す る こ と が で き る 分 岐 ケ ー ブ ル
に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 ビ ル 、 マ ン シ ョ ン に 敷 設 さ れ る ケ ー ブ ル と し て 、 ケ ー ブ ル の 任 意 の 位 置 か ら 、 電 話
用 或 い は Ｌ Ａ Ｎ （ Ｌ ｏ ｃ ａ ｌ 　 Ａ ｒ ｅ ａ 　 Ｎ ｅ ｔ ｗ ｏ ｒ ｋ ） 用 な ど の ケ ー ブ ル 線 心 を 分 岐
さ せ る 分 岐 ケ ー ブ ル が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
か か る 分 岐 ケ ー ブ ル と し て 、 支 持 線 の 外 周 に 電 話 用 或 い は Ｌ Ａ Ｎ 用 の ケ ー ブ ル 線 心 を 複 数
条 巻 き 付 け 、 巻 き 付 け た ケ ー ブ ル 線 心 を 固 定 す る た め の 固 定 部 材 、 及 び 分 岐 箇 所 に お い て
ケ ー ブ ル 線 心 を 固 定 す る た め の 分 岐 部 固 定 部 材 を 設 け た も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特
許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
か か る 分 岐 ケ ー ブ ル は 、 工 場 に て 予 め 分 岐 部 が 形 成 さ れ て お ら ず 、 ケ ー ブ ル 敷 設 時 に 施 工
現 場 に お い て 、 ケ ー ブ ル 線 心 を 支 持 線 か ら ほ ど い て 分 岐 さ せ る 。 こ の た め 、 分 岐 箇 所 の 増
設 や 変 更 の 必 要 が 生 じ た 場 合 に 、 柔 軟 に 対 応 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ２ ０ ０ １ － ２ １ ６ ８ ４ ５ 号 公 報 （ 第 ３ 頁 、 第 １ 図 及 び 第 ６ 図 ）
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ に 記 載 の 分 岐 ケ ー ブ ル は 、 そ の 製 造 に あ た っ て 、 支 持 線 の
外 周 に ケ ー ブ ル 線 心 を 巻 き 付 け る と い う 工 程 が 必 要 と な り 、 製 造 上 非 常 に 手 間 が か か る 。
ま た 、 ケ ー ブ ル を 敷 設 す る と き に は 、 支 持 線 に 巻 き 付 け た ケ ー ブ ル を 、 分 岐 箇 所 ま で ほ ど
か な く て は な ら ず 、 非 常 に 作 業 性 が 悪 い も の と な っ て い る 。 さ ら に 、 支 持 線 に 巻 き 付 け た
ケ ー ブ ル 線 心 を 固 定 す る た め の 前 記 固 定 部 材 や 分 岐 箇 所 に お い て ケ ー ブ ル 線 心 を 固 定 す る
た め の 前 記 分 岐 部 固 定 部 材 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 製 造 が 容 易 で あ り 、 ケ ー ブ ル 敷 設 時 の 作 業 性 に 優 れ る と と も に 、 必 要 な
部 材 数 を 少 な く し た 分 岐 ケ ー ブ ル を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 抗 張 力 線 の 外 周 に 被 覆 部 を 形 成 す
る こ と に よ り 構 成 し た ケ ー ブ ル 保 持 線 と 、 ケ ー ブ ル 線 心 と か ら な り 、 前 記 ケ ー ブ ル 保 持 線
の 被 覆 部 の 外 周 面 に は 、 所 定 深 さ の 溝 部 を 長 手 方 向 に 設 け 、 前 記 ケ ー ブ ル 線 心 の 最 外 層 シ
ー ス の 外 周 面 に は 、 前 記 溝 部 に 着 脱 自 在 に 嵌 合 す る 突 起 部 を 長 手 方 向 に 設 け 、 前 記 溝 部 に
前 記 突 起 部 を 嵌 合 し て 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
か か る 構 成 か ら 、 ケ ー ブ ル 線 心 の 突 起 部 を ケ ー ブ ル 保 持 線 の 溝 部 に 嵌 合 す る こ と に よ り 、
ケ ー ブ ル 線 心 を ケ ー ブ ル 保 持 線 に 保 持 さ せ る の で 、 従 来 の よ う に ケ ー ブ ル 線 心 を 支 持 線 の
外 周 に 巻 き 付 け る の に 比 べ て 、 製 造 が 容 易 で あ る 。 ま た 、 ケ ー ブ ル 敷 設 の 際 に ケ ー ブ ル 線
心 を 分 岐 さ せ る 場 合 に は 、 分 岐 箇 所 ま で 、 溝 部 か ら 突 起 部 を 外 す こ と に よ り 、 ケ ー ブ ル 線
心 を ケ ー ブ ル 保 持 線 か ら 分 離 さ せ れ ば よ い の で 、 従 来 の よ う に ケ ー ブ ル 線 心 の 巻 き 付 け を
ほ ど く の に 比 べ て ケ ー ブ ル 敷 設 時 の 作 業 性 が 良 好 で あ る 。 さ ら に 、 ケ ー ブ ル 線 心 は 、 そ の
突 起 部 が ケ ー ブ ル 保 持 線 の 溝 部 に 嵌 合 す る こ と に よ り 、 ケ ー ブ ル 保 持 線 に 保 持 さ れ て い る
こ と か ら 、 ケ ー ブ ル 線 心 を 固 定 す る た め の 固 定 部 材 や 、 分 岐 箇 所 に お い て ケ ー ブ ル 線 心 を
固 定 す る た め の 分 岐 部 固 定 部 材 は 不 要 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 溝 部 に は 、 開 口 部 に 向 か っ て 狭 幅 と な る よ う に 縮 小 テ ー パ
面 を 形 成 し 、 前 記 突 起 部 に は 、 前 記 縮 小 テ ー パ 面 に 係 止 可 能 な 係 止 部 を 形 成 し た こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
か か る 構 成 か ら 、 前 記 突 起 部 を 前 記 溝 部 に 嵌 合 さ せ た と き 、 溝 部 に 形 成 さ れ た 縮 小 テ ー パ
面 に 突 起 部 の 係 止 部 が 係 止 可 能 で あ る の で 、 分 岐 ケ ー ブ ル の 屈 曲 時 等 に 溝 部 の 形 状 が 変 形
し て も 、 ケ ー ブ ル 保 持 線 か ら ケ ー ブ ル 線 心 が 分 離 し に く い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 ケ ー ブ ル 保 持 線 の 被 覆 部 を 、 硬 質 の 樹 脂 で 形 成 し 、 前 記 ケ
ー ブ ル 線 心 の 最 外 層 シ ー ス と 該 最 外 層 シ ー ス の 外 周 面 に 設 け た 前 記 突 起 部 と を 、 軟 質 の 樹
脂 で 一 体 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
か か る 構 成 か ら 、 ケ ー ブ ル 線 心 の 突 起 部 を 溝 部 に 嵌 合 さ せ る 際 に は 、 ケ ー ブ ル 線 心 の 突 起
部 を 溝 部 に 向 か っ て 押 圧 す る と 、 軟 質 の 樹 脂 で 一 体 に 形 成 し た 突 起 部 及 び 該 突 起 部 近 傍 の
シ ー ス が 変 形 し 、 突 起 部 を 容 易 に 溝 部 に 押 し 込 ん で 嵌 合 さ せ る こ と が で き る 。 そ し て 、 こ
の よ う に し て 突 起 部 及 び 該 突 起 部 近 傍 の シ ー ス を 変 形 さ せ て 、 長 手 方 向 に 次 々 と 該 突 起 部
を 溝 部 に 押 し 込 ん で い く こ と に よ り 、 ケ ー ブ ル 全 長 に 渡 っ て 容 易 に 嵌 合 さ せ る こ と が で き
る 。 一 方 、 溝 部 を 設 け た 被 覆 部 が 硬 質 の 樹 脂 で 形 成 さ れ て い る の で 、 こ の よ う に し て ケ ー
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ブ ル 線 心 を ケ ー ブ ル 保 持 線 に よ っ て 保 持 さ せ た 後 は 、 溝 部 の 形 状 が 変 形 し づ ら い 。 し た が
っ て 、 ケ ー ブ ル 線 心 の 突 起 部 が ケ ー ブ ル 保 持 線 の 溝 部 か ら 一 層 外 れ に く く な る 。 こ の よ う
な こ と か ら 、 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 突 起 部 を 溝 部 に 嵌 合 さ せ や す い 一 方 で 、 溝 部
か ら 突 起 部 が 外 れ に く い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 ケ ー ブ ル 保 持 線 に 、 前 記 被 覆 部 の 一 部 を 突 出 さ せ た 凸 状 部
を 長 手 方 向 に 設 け 、 該 凸 状 部 に 前 記 溝 部 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
か か る 構 成 か ら 、 ケ ー ブ ル 線 心 は 、 そ の 突 起 部 を 前 記 凸 状 部 の 溝 部 に 嵌 合 さ せ る こ と に よ
り 、 ケ ー ブ ル 保 持 線 で 保 持 さ れ る 。 し た が っ て 、 凸 状 部 を 複 数 設 け て 、 複 数 の ケ ー ブ ル 線
心 を ケ ー ブ ル 保 持 線 で 保 持 さ せ る 場 合 、 隣 り 合 う ケ ー ブ ル 線 心 同 士 の 間 隔 は 、 突 起 が 被 覆
部 の 一 部 を 突 出 さ せ た 凸 状 部 の 溝 部 に 嵌 合 し て い る た め に 、 広 く な る 。 こ の よ う な こ と か
ら 、 ケ ー ブ ル 保 持 線 で 保 持 さ れ る ケ ー ブ ル 線 心 の 数 を 増 加 す る こ と が で き る と と も に 、 ケ
ー ブ ル 保 持 線 に よ っ て 保 持 さ れ る ケ ー ブ ル 線 心 の 外 径 が 制 限 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 抗 張 力 線 の 外 周 に 被 覆 部 を 形 成 す る こ と に よ り 構 成 し た ケ ー ブ
ル 保 持 線 と 、 ケ ー ブ ル 線 心 と か ら な り 、 前 記 ケ ー ブ ル 保 持 線 の 被 覆 部 の 外 周 面 に は 、 突 起
部 を 長 手 方 向 に 形 成 し 、 前 記 ケ ー ブ ル 線 心 の 最 外 層 シ ー ス の 外 周 面 に 、 凸 状 部 を 長 手 方 向
に 形 成 し 、 該 凸 状 部 に は 前 記 突 起 部 が 着 脱 自 在 に 嵌 合 す る 所 定 深 さ の 溝 部 を 長 手 方 向 に 設
け 該 溝 部 に 前 記 突 起 部 を 嵌 合 し て 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の よ う に 、 ケ ー ブ ル 線 心 の 溝 部 に ケ ー ブ ル 保 持 線 の 突 起 部 を 嵌 合 す る こ と に よ り 、 ケ ー
ブ ル 線 心 を ケ ー ブ ル 保 持 線 に 保 持 さ せ る の で 、 従 来 の よ う に ケ ー ブ ル 線 心 を 支 持 線 の 外 周
に 巻 き 付 け る の に 比 べ て 、 製 造 が 容 易 で あ る 。 ま た 、 ケ ー ブ ル 敷 設 の 際 に ケ ー ブ ル 線 心 を
分 岐 さ せ る 場 合 に は 、 分 岐 箇 所 ま で 、 溝 部 か ら 突 起 部 を 外 せ ば よ い の で 、 従 来 の よ う に ケ
ー ブ ル 線 心 の 巻 き 付 け を ほ ど く の に 比 べ て ケ ー ブ ル 敷 設 時 の 作 業 性 が 良 好 で あ る 。 さ ら に
、 ケ ー ブ ル 線 心 は 、 そ の 溝 部 を ケ ー ブ ル 保 持 線 の 突 起 部 に 嵌 合 す る こ と に よ り 、 ケ ー ブ ル
保 持 線 に 保 持 さ れ て い る こ と か ら 、 ケ ー ブ ル 線 心 を 固 定 す る た め の 固 定 部 材 や 、 分 岐 箇 所
に お い て ケ ー ブ ル 線 心 を 固 定 す る た め の 分 岐 部 固 定 部 材 は 不 要 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 溝 部 に は 、 開 口 部 に 向 か っ て 狭 幅 と な る よ う に 縮 小 テ ー パ
面 を 形 成 し 、 前 記 突 起 部 に は 、 前 記 縮 小 テ ー パ 面 に 係 止 可 能 な 係 止 部 を 形 成 し た こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
か か る 構 成 か ら 、 前 記 溝 部 に 前 記 突 起 部 を 嵌 合 さ せ た と き 、 溝 部 に 形 成 さ れ た 縮 小 テ ー パ
面 に 突 起 部 の 係 止 部 が 係 止 可 能 で あ る の で 、 分 岐 ケ ー ブ ル の 屈 曲 時 等 に 溝 部 の 形 状 が 変 形
し て も 、 ケ ー ブ ル 保 持 線 か ら ケ ー ブ ル 線 心 が 分 離 し に く い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 に 係 る 分 岐 ケ ー ブ ル の 実 施 の 形 態 の 一 例 に つ い て 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明
す る 。
図 １ は 本 発 明 に 係 る 分 岐 ケ ー ブ ル の 実 施 の 形 態 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 、 図 ２ は 本 発 明 に 係 る
分 岐 ケ ー ブ ル の 端 面 図 、 図 ３ は 溝 部 と 突 起 部 の 拡 大 図 、 図 ４ は 図 ３ に 示 す 状 態 か ら 溝 部 と
突 起 部 が 嵌 合 し た 状 態 を 示 す 一 部 拡 大 図 、 図 ５ は ケ ー ブ ル 線 心 を 分 岐 さ せ た 状 態 を 示 す 斜
視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 に 示 し た 分 岐 ケ ー ブ ル １ は 、 ケ ー ブ ル 保 持 線 ２ と 、 ケ ー ブ ル 保 持 線 ２ に よ っ て 保 持 さ れ
る ケ ー ブ ル 線 心 ３ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
前 記 ケ ー ブ ル 保 持 線 ２ は 、 鋼 撚 線 や 単 鋼 線 な ど の 抗 張 力 線 ４ を 複 数 有 し （ 本 例 に お い て は
７ 本 ） 、 該 複 数 の 抗 張 力 線 ４ の 外 周 に 、 Ｈ Ｄ Ｐ Ｅ （ 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン ） 等 の 硬 度 の 高 い
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樹 脂 よ り な る 被 覆 部 ５ を 形 成 す る こ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。 抗 張 力 線 ４ は 、 ケ ー ブ ル 保
持 線 ２ に よ っ て 保 持 さ れ る ケ ー ブ ル 線 心 ３ の 重 量 に 耐 え る こ と が で き る 太 さ 及 び 本 数 と な
っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の よ う な ケ ー ブ ル 保 持 線 ２ に は 、 凸 状 部 ６ が 長 手 方 向 に 設 け ら れ て い る 。 こ の 凸 状 部 ６
は 、 前 記 被 覆 部 ５ の 一 部 を 突 出 さ せ て 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 凸 状 部 ６ に は 、 後 述 す る
ケ ー ブ ル 線 心 ３ の 突 起 部 が 嵌 合 す る 所 定 深 さ の 溝 部 ７ が 長 手 方 向 に 設 け ら れ て い る 。 該 溝
部 ７ に は 、 開 口 部 ８ に 向 か っ て 狭 幅 と な る よ う に 縮 小 テ ー パ 面 ９ が 形 成 さ れ て い て 、 そ の
断 面 形 状 が 略 台 形 形 状 と な っ て い る （ 図 ２ 及 び 図 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の よ う な 溝 部 ７ が 設 け ら れ て い る 凸 状 部 ６ は 、 本 例 で は ケ ー ブ ル 線 心 ３ の 本 数 に 対 応 し
て ２ つ 設 け ら れ て い る 。 た だ し 、 ケ ー ブ ル 保 持 線 ２ に よ っ て 保 持 す る ケ ー ブ ル 線 心 の 数 を
増 や す た め に 、 凸 状 部 ６ の 数 （ 溝 部 ７ の 数 ） を 増 や し て も よ い 。 こ の 場 合 、 抗 張 力 線 ４ の
許 容 張 力 及 び ケ ー ブ ル 保 持 線 ２ に よ っ て 保 持 さ れ る ケ ー ブ ル 線 心 ３ の 外 径 に 応 じ て 凸 状 部
６ の 数 を 増 や す 。 例 え ば 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ４ つ の 凸 状 部 ６ を 設 け て 、 ４ 本 の ケ ー ブ ル
線 心 ３ を ケ ー ブ ル 保 持 線 ２ に よ っ て 保 持 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
前 記 ケ ー ブ ル 線 心 ３ は 、 電 話 用 或 い は Ｌ Ａ Ｎ 用 の 通 信 ケ ー ブ ル で あ り 、 本 例 に お い て は 、
絶 縁 線 心 １ ０ を ２ 本 撚 り 合 わ せ て な る 対 撚 り 線 心 １ １ を ４ 本 撚 り 合 わ せ 、 そ の 上 に シ ー ス
１ ２ （ 最 外 層 シ ー ス ） を 被 覆 し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
該 シ ー ス １ ２ の 外 周 面 に は 、 前 記 溝 部 ７ に 着 脱 自 在 に 嵌 合 す る 突 起 部 １ ３ が 、 長 手 方 向 に
設 け ら れ て い る 。 該 突 起 部 １ ３ は 、 本 例 に お い て は 、 そ の 断 面 形 状 が 溝 部 ７ の 断 面 形 状 に
対 応 し た 略 台 形 形 状 と な っ て い て （ 図 ２ 及 び 図 ３ 参 照 ） 、 そ の 角 部 が 、 縮 小 テ ー パ 面 ９ に
係 止 可 能 な 係 止 部 １ ４ と な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 突 起 部 １ ３ の 溝 部 へ の 嵌 合 時 （ 図 ４ 参
照 ） に 、 分 岐 ケ ー ブ ル １ が 屈 曲 等 し て 溝 部 ７ の 形 状 が 変 形 し 、 溝 部 ７ の 開 口 部 ８ が 開 い た
と し て も 、 突 起 部 １ ３ の 係 止 部 １ ４ が 前 記 溝 部 ７ の 縮 小 テ ー パ 面 ９ に 係 止 し て 、 突 起 部 １
３ が 溝 部 ７ か ら 外 れ な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
突 起 部 １ ３ と シ ー ス １ ２ と は 、 Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ （ 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン ） 、 或 い は Ｌ Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ （ 直
鎖 状 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン ） 等 の 軟 質 の 樹 脂 で 一 体 に 形 成 さ れ て い て 、 突 起 部 １ ３ を 溝 部 ７
に 嵌 合 す る と き に 、 突 起 部 １ ３ 及 び 突 起 部 １ ３ 近 傍 の シ ー ス １ ２ が 容 易 に 変 形 す る こ と が
で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の よ う な 構 成 に あ っ て 、 前 記 ケ ー ブ ル 線 心 ３ の 突 起 部 １ ３ を 前 記 ケ ー ブ ル 保 持 線 ２ の 溝
部 ７ に 、 全 長 に 渡 っ て 嵌 合 さ せ る こ と に よ り 、 ケ ー ブ ル 線 心 ３ を ケ ー ブ ル 保 持 線 ２ に 保 持
さ せ 、 分 岐 ケ ー ブ ル １ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
一 方 、 ケ ー ブ ル 保 持 線 ２ に 保 持 さ れ た ケ ー ブ ル 線 心 ３ を 分 岐 さ せ る 場 合 に は 、 分 岐 箇 所 ま
で 溝 部 ７ か ら 突 起 部 １ ３ を 外 し て 、 ケ ー ブ ル 保 持 線 ２ か ら ケ ー ブ ル 線 心 ３ を 分 離 さ せ る （
図 ５ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の よ う に 、 ケ ー ブ ル 線 心 ３ の 突 起 部 １ ３ を ケ ー ブ ル 保 持 線 ２ の 溝 部 ７ に 、 全 長 に 渡 っ て
嵌 合 す る こ と に よ り 、 ケ ー ブ ル 線 心 ３ を ケ ー ブ ル 保 持 線 ２ に 保 持 さ せ る の で 、 従 来 の よ う
に ケ ー ブ ル 線 心 を 支 持 線 の 外 周 に 巻 き 付 け る の に 比 べ て 、 製 造 が 容 易 で あ る 。 ま た 、 ケ ー
ブ ル 敷 設 の 際 に ケ ー ブ ル 線 心 ３ を 分 岐 さ せ る 場 合 に は 、 分 岐 箇 所 ま で 、 溝 部 ７ か ら 突 起 部
１ ３ を 外 せ ば よ い の で 、 従 来 の よ う に ケ ー ブ ル 線 心 の 巻 き 付 け を ほ ど く の に 比 べ て ケ ー ブ
ル 敷 設 時 の 作 業 性 が 良 好 で あ る 。 さ ら に 、 ケ ー ブ ル 線 心 ３ は 、 そ の 突 起 部 １ ３ が ケ ー ブ ル
保 持 線 ２ の 溝 部 ７ に 嵌 合 す る こ と に よ り 、 ケ ー ブ ル 保 持 線 ２ に 保 持 さ れ て い る こ と か ら 、
ケ ー ブ ル 線 心 ３ を 固 定 す る た め の 固 定 部 材 や 、 分 岐 箇 所 に お い て ケ ー ブ ル 線 心 ３ を 固 定 す
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る た め の 分 岐 部 固 定 部 材 は 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 突 起 部 １ ３ は 、 そ の 断 面 形 状 が 略 台 形 形 状 と な っ て い て 、 溝 部 ７ へ の 嵌 合 時 に 、 係
止 部 １ ４ が 縮 小 テ ー パ 面 ９ に 係 止 可 能 と な っ て い る 。 し た が っ て 、 分 岐 ケ ー ブ ル １ が 、 輸
送 の た め に ド ラ ム に 巻 き 付 け ら れ た 際 な ど 、 屈 曲 し た 場 合 に 、 溝 部 ７ の 形 状 が 変 形 し て そ
の 開 口 部 ８ が 開 い た と し て も 、 突 起 部 １ ３ の 係 止 部 １ ４ が 溝 部 ７ の 縮 小 テ ー パ 面 ９ に 係 止
す る の で 、 突 起 部 １ ３ が 溝 部 ７ か ら 外 れ て し ま う こ と が な く 、 か か る 場 合 に も ケ ー ブ ル 線
心 ３ が ケ ー ブ ル 保 持 線 ２ か ら 分 離 し に く い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
さ ら に 、 ケ ー ブ ル 線 心 ３ の 突 起 部 １ ３ を 溝 部 ７ に 嵌 合 さ せ る 際 に は 、 突 起 部 １ ３ を 溝 部 ７
に 向 か っ て 押 圧 す る と 、 軟 質 の 樹 脂 で 一 体 に 形 成 し た 突 起 部 １ ３ 及 び 突 起 部 １ ３ 近 傍 の シ
ー ス １ ２ が 変 形 し 、 突 起 部 １ ３ を 容 易 に 溝 部 ７ に 押 し 込 ん で 嵌 合 さ せ る こ と が で き る 。 そ
し て 、 こ の よ う に し て 突 起 部 １ ３ 及 び 突 起 部 １ ３ 近 傍 の シ ー ス １ ２ を 変 形 さ せ て 、 長 手 方
向 に 次 々 と 該 突 起 部 １ ３ を 溝 部 ７ に 押 し 込 ん で い く こ と に よ り 、 ケ ー ブ ル 全 長 に 渡 っ て 容
易 に 嵌 合 さ せ る こ と が で き る 。 一 方 、 溝 部 ７ を 設 け た 被 覆 部 ５ が 硬 質 の 樹 脂 で 形 成 さ れ て
い る の で 、 こ の よ う に し て ケ ー ブ ル 線 心 ３ を ケ ー ブ ル 保 持 線 ２ に よ っ て 保 持 さ せ た 後 は 、
溝 部 ７ の 形 状 が 変 形 し づ ら い 。 し た が っ て 、 ケ ー ブ ル 線 心 ３ の 突 起 部 １ ３ が ケ ー ブ ル 保 持
線 ２ の 溝 部 ７ か ら 一 層 外 れ に く く な る 。 こ の よ う な こ と か ら 、 本 例 に よ れ ば 、 突 起 部 １ ３
を 溝 部 ７ に 嵌 合 さ せ や す い 一 方 で 、 溝 部 ７ か ら 突 起 部 １ ３ が 外 れ に く い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 突 起 部 １ ３ を 溝 部 ７ に 容 易 に 押 し 込 ん で 嵌 合 す る こ と が で き る こ と か ら 、 ケ ー ブ ル
施 工 現 場 に お い て も 、 ケ ー ブ ル 線 心 ３ を 取 り 付 け る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 施 工 現 場
で の ケ ー ブ ル 線 心 の 追 加 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 ケ ー ブ ル 保 持 線 ２ に よ っ て 保 持 さ れ る ケ ー ブ ル 線 心 ３ の 数 が 増 え て く る と 、 隣 り 合
う ケ ー ブ ル 線 心 ３ 同 士 の 間 隔 が 狭 く な る 。 し た が っ て 、 ケ ー ブ ル 保 持 線 ２ に よ っ て 保 持 す
る ケ ー ブ ル 線 心 ３ の 数 を 増 や し た 場 合 、 ケ ー ブ ル 線 心 ３ の 径 が 制 限 さ れ て し ま う 。 し か し
、 本 例 で は 、 ケ ー ブ ル 線 心 ３ の 突 起 部 １ ３ を 嵌 合 さ せ る た め の 溝 部 ７ は 、 被 覆 部 ５ の 一 部
を 突 出 さ せ た 凸 状 部 ６ に 設 け ら れ て い る 。 し た が っ て 、 ケ ー ブ ル 線 心 ３ は 、 そ の 突 起 部 １
３ が こ の よ う な 凸 状 部 ６ に 形 成 さ れ た 溝 部 ７ に 嵌 合 し て 、 ケ ー ブ ル 保 持 線 ２ に 保 持 さ れ て
い る の で 、 隣 り 合 う ケ ー ブ ル 線 心 ３ 同 士 の 間 隔 が 広 く な る 。 こ れ に よ り 、 ケ ー ブ ル 保 持 線
２ に よ っ て 保 持 さ れ る ケ ー ブ ル 線 心 ３ の 数 を 増 や し て も 、 あ る 程 度 大 き な 径 の ケ ー ブ ル 線
心 ３ を も 保 持 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 ケ ー ブ ル 保 持 線 ２ に よ っ て 保 持 さ れ る ケ
ー ブ ル 線 心 ３ の 外 径 が 制 限 さ れ ず 、 小 さ な 径 か ら 大 き な 径 ま で 、 多 種 多 様 の ケ ー ブ ル 線 心
を 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 ケ ー ブ ル 線 心 は 、 図 示 し た も の に 限 ら れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 光 フ ァ イ バ ケ ー
ブ ル で あ っ て も よ い 。 ま た 、 メ タ ル 線 と 光 フ ァ イ バ 等 を 複 合 し た ケ ー ブ ル で あ っ て も よ い
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
な お 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 溝 部 ７ を 設 け た 凸 状 部 ６ は 、 ケ ー ブ ル 線 心 ３ の シ ー ス １ ２ の 外
周 面 に 形 成 さ れ て い て も よ く 、 ま た 、 突 起 部 １ ３ は 、 ケ ー ブ ル 保 持 線 ２ の 被 覆 部 ５ の 外 周
面 に 設 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ケ ー ブ ル 線 心 の 突 起 部 を ケ ー ブ ル 保
持 線 の 溝 部 に 嵌 合 す る こ と に よ り 、 ケ ー ブ ル 線 心 を ケ ー ブ ル 保 持 線 に 保 持 さ せ る の で 、 製
造 が 容 易 で あ る 。 ま た 、 ケ ー ブ ル 線 心 を 分 岐 さ せ る 場 合 に は 、 分 岐 箇 所 ま で 、 溝 部 か ら 突
起 部 を 外 せ ば よ い の で 、 従 来 の よ う に ケ ー ブ ル 線 心 の 巻 き 付 け を ほ ど く の に 比 べ て ケ ー ブ
ル 敷 設 時 の 作 業 性 が 良 好 で あ る 。 さ ら に 、 ケ ー ブ ル 線 心 を 固 定 す る た め の 固 定 部 材 や 、 分
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岐 箇 所 に お い て ケ ー ブ ル 線 心 を 固 定 す る た め の 分 岐 部 固 定 部 材 は 不 要 と な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 溝 部 に 形 成 さ れ た 縮 小 テ ー パ 面 に 突 起 部 が 係 止 可 能 で あ
る の で 、 分 岐 ケ ー ブ ル の 屈 曲 時 等 に 溝 部 の 形 状 が 変 形 し て も 、 ケ ー ブ ル 保 持 線 か ら ケ ー ブ
ル 線 心 が 分 離 し に く い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 突 起 部 を 溝 部 に 嵌 合 さ せ や す い 一 方 で 、 溝 部 か ら 突 起 部
が 外 れ に く い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ケ ー ブ ル 保 持 線 で 保 持 さ れ る ケ ー ブ ル 線 心 の 数 を 増 加 す
る こ と が で き る と と も に 、 ケ ー ブ ル 保 持 線 に よ っ て 保 持 さ れ る ケ ー ブ ル 線 心 の 外 径 が 制 限
さ れ な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ケ ー ブ ル 線 心 の 溝 部 に ケ ー ブ ル 保 持 線 の 突 起 部 を 嵌 合 す
る こ と に よ り 、 ケ ー ブ ル 線 心 を ケ ー ブ ル 保 持 線 に 保 持 さ せ る の で 、 製 造 が 容 易 で あ る 。 ま
た 、 ケ ー ブ ル 敷 設 の 際 に ケ ー ブ ル 線 心 を 分 岐 さ せ る 場 合 に は 、 分 岐 箇 所 ま で 、 溝 部 か ら 突
起 部 を 外 せ ば よ い の で 、 従 来 の よ う に ケ ー ブ ル 線 心 の 巻 き 付 け を ほ ど く の に 比 べ て ケ ー ブ
ル 敷 設 時 の 作 業 性 が 良 好 で あ る 。 さ ら に 、 ケ ー ブ ル 線 心 は 、 そ の 溝 部 を ケ ー ブ ル 保 持 線 の
突 起 部 に 嵌 合 す る こ と に よ り 、 ケ ー ブ ル 保 持 線 に 保 持 さ れ て い る こ と か ら 、 ケ ー ブ ル 線 心
を 固 定 す る た め の 固 定 部 材 や 、 分 岐 箇 所 に お い て ケ ー ブ ル 線 心 を 固 定 す る た め の 分 岐 部 固
定 部 材 は 不 要 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 溝 部 に 形 成 さ れ た 縮 小 テ ー パ 面 に 突 起 部 の 係 止 部 が 係 止
可 能 で あ る の で 、 分 岐 ケ ー ブ ル の 屈 曲 時 等 に 溝 部 の 形 状 が 変 形 し て も 、 ケ ー ブ ル 保 持 線 か
ら ケ ー ブ ル 線 心 が 分 離 し に く い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 分 岐 ケ ー ブ ル の 実 施 の 形 態 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 分 岐 ケ ー ブ ル の 端 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 分 岐 ケ ー ブ ル の 溝 部 と 突 起 部 の 拡 大 図 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 す 状 態 か ら 溝 部 と 突 起 部 が 嵌 合 し た 状 態 を 示 す 一 部 拡 大 図 。
【 図 ５ 】 ケ ー ブ ル 線 心 を 分 岐 さ せ た 状 態 を 示 す 本 発 明 に 係 る 分 岐 ケ ー ブ ル の 斜 視 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 分 岐 ケ ー ブ ル の 他 例 を 示 す 端 面 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 る 分 岐 ケ ー ブ ル の 他 例 を 示 す 溝 部 と 突 起 部 の 拡 大 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 分 岐 ケ ー ブ ル
２ 　 　 　 ケ ー ブ ル 保 持 線
３ 　 　 　 ケ ー ブ ル 線 心
４ 　 　 　 抗 張 力 線
５ 　 　 　 被 覆 部
６ 　 　 　 凸 状 部
７ 　 　 　 溝 部
８ 　 　 　 開 口 部
９ 　 　 　 縮 小 テ ー パ 面
１ ２ 　 　 シ ー ス
１ ３ 　 　 突 起 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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